
善
養
寺
便
り
第
二
十
五
号

令
和
二
年

お
盆
号

発
行

善
養
寺

門
信
徒
の
皆
様

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

コ
ロ
ナ
コ
ロ

ナ
で
今
年
は
七
ヶ
月
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
た
感

が
あ
り
ま
す
。
長
か
っ
た
七
月
の
梅
雨
も
よ
う
や
く
明

け
、
今
年
も
暑
い
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
に
熱
中
症
、
台
風
等
々
。
い
つ
ま
で
も
播
州
も

安
全
の
保
障
は
当
然
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
ウ
ィ
ル
ス

と
の
戦
い
は
、
ま
だ
ま
だ
続
く
の
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
時
節
で
す
が
、
お
寺
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
真
宗
の
門
信
徒
で
あ
る
皆
様
に
も
、
コ
ロ
ナ
に

負
け
ぬ
よ
う
、
法
灯
継
承
、
念
仏
相
続
を
切
に
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
も
う
じ
き
お
盆
を

迎
え
ま
す
。
お
盆
に
、
ご
家
庭
の
仏
壇

や
、
お
墓
参
り
を
す
る
こ
と
は
、
念
仏

相
続
の
絶
好
の
機
会
で
す
。

お
念
仏
と
共
に
、
慎
重
に
そ
し
て
明
る
く
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

〈
活
動
報
告
な
ど
〉

◆
令
和
二
年
永
代
経
法
要

六
月
二
十
二
日(

月
）
二
十
三
日(

火
）
の
二
日
間
、
延

期
し
て
い
ま
し
た
今
年
の
「
永
代
経
法
要
」
を
勤
め
ま
し

た
。
二
日
間
と
も
好
天
で
盛
会
の
う
ち
に
ご
満
座
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
の
法
要
で
は
、
当
然
な
が
ら
、
感
染
防
止
対
策
を

し
ま
し
た
。

参
拝
者
の
マ
ス
ク
着
用(

予
備
マ
ス
ク
の
準
備
）

除
菌
ア
ル
コ
ー
ル
液
に
よ
る
こ
ま
め
な
除
菌

次
亜
塩
素
酸
水
噴
霧
器
の
設
置

本
堂
の
戸
や
窓
の
開
放
に
よ
る
換
気

少
人
数
に
よ
る
手
袋
を
用
い
て
の
接
待

手
作
り
お
斎
の
中
止

な
ど

坊
守
は
、
本
堂
や
座
敷
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
を
、
法
要

の
当
日
ま
で
何
度
も
ア
ル
コ
ー
ル
で
除
菌
を
し
て
お
り
ま

し
た
。

本
堂
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
は
難
し
い
で
す

が
、
皆
さ
ん
全
員
マ
ス
ク
を
着
用
さ
れ
た
上
、
大
声
で
し

ゃ
べ
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
本

堂
の
法
座
で
の
リ
ス
ク
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ご
講
師
は
、
山
口
県
熊
毛
郡
の
祝
島
と
い
う
瀬
戸
内
の

島
の
お
寺
の
住
職
で
あ
る
石
山
泰
人
師
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

師
の
、
山
口
弁
？
に
よ
る
、
様
々
な
優
し
い
念
仏
者
の

話
も
ま
じ
え
な
が
ら
の
ご
法
話
を
、
皆
様
熱
心
に
お
聴
聞

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

永
代
経
法
要
は
、
当
該
年
に
五
十
回
忌
か
ら
一
周
忌
を

お
迎
え
に
な
る
当
山
門
信
徒
の
方
々
の
「
法
名
」
を
御
本

尊
前
に
張
り
出
し
、
亡
き
人
を
偲
び
、
お
念
仏
の
教
え
に

ま
み
え
る
、
と
て
も
大
切
な
法
要
で
す
。

今
年
五
十
回
忌
を
お
迎
え
な
さ
る
方
は
、
昭
和
四
十
六

年
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
で
す
。
出
来
れ
ば
、

各
ご
家
庭
に
お
い
て
も
、
五
十
回
忌
ま
で
の
の
法
事
を
お

勤
め
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

次
亜
塩
素
酸
噴
霧
器

演
台
に
は
ア
ク
リ
ル
板
設
置

お
勤
め
で
は
、
過
去
帳
記
載
の

年
忌
該
当
の
方
の
法
名
を

詠
み
上
げ
ま
し
た



◆
仏
教
婦
人
会
令
和
二
年
度

第
一
回
仏
教
講
演
会

仏
教
婦
人
会
の
講
演
会
も
、
六
月
七
日
に
総
会
と
、
第

一
回
仏
教
講
演
会
を
実
施
す
る
は
ず
で
し
た
が
、
こ
ち
ら

も
中
止
し
ま
し
た
。
ご
講
師
に
は
、
オ
ー
ボ
エ
演
奏
と
お

説
教
を
さ
れ
る
女
性
布
教
使
の
先
生
に
お
願
い
し
て
い
ま

し
た
。
来
年
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
七
月
十
三
日
に
、
恒
例
の
谷
川
弘
顕
師
を
お

迎
え
し
、
第
一
回
仏
教
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
日
も
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
方
が
お
聴
聞
に

お
越
し
な
り
、
誠
に
有
り
難
い
こ
と
で
あ
り
ま
し
た

谷
川
師
の
お
話
し
は
、
お
念
仏

の
よ
ろ
こ
び
が
中
心
で
す
。
な

ぜ
、
念
仏
を
称
え
る
の
か
、
お
念

仏
と
は
何
か
。
そ
ん
な
話
を
、
日

常
の
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま

じ
え
て
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
す
。

次
回
は
十
二
月
十
四
日
で
す
。

◆
令
和
二
年
度
仏
教
婦
人
会
役
員
（
敬
称
略
）

顧

問

龍
本
澄
子

会

長

山
下
ヒ
ロ
子

副
会
長

前
田
成
子

坪
田
三
千
代
（
山
下
）

会

計

中
橋
英
子

会
計
監
査

大
原
早
百
合

早
川
洋
子

参

与

坪
田
幸
子

松
岡
三
千
代

式
章･

仏
婦
聖
典
管
理

坂
口
栄
子

八
代
本
町
１
丁
目
（
旧
中
ノ
町
南
）

小
野
初
音

小
野
由
子

〃

１
丁
目･

坊
主
町
（
旧
東
ノ
町
南
）
内
海
ひ
と
み

〃

２
丁
目
（
西
）
（
旧
中
ノ
町
北
）
中
橋
英
子

〃

２
丁
目
（
東
）
（
旧
東
ノ
町
北
）
岩
倉
文
代

東
光
寺
町

坪
田
敦
子

田
中
由
美

御
茶
屋
町

神
前
や
う
子

富
士
才
町

大
原
早
百
合

新
在
家
町

田
中
一
世

南
八
代

坪
田
幸
子

三
浦
昭
子

西
八
代

安
倍
史
子

下
野
田

三
木
初
美

山

下

坪
田
典
子

坪
田
由
香

坪
田
理
恵
子

こ
の
よ
う
な
時
期
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
令
和
二
年
度
の
行
事

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
は
ま
だ
ま
だ
収
ま
り
そ

う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
予
定
も
、
そ
の
時
の
状
況
に
よ
り
、
ど
う
な
る

か
全
く
予
測
が
つ
か
な
い
で
す
ね
。

と
り
あ
え
ず
、
今
年
度
の
予
定
を
再
度
ご
案
内
し
ま

す
。※

中
止九

月
二
十
五
日
「
第
五
回
お
て
ら
く
ご
」
中
止

※
来
年
は
実
施
予
定

※
実
施
予
定

八
月
十
三
日
（
木
）
午
後
六
時
半
よ
り

墓
苑
に
て
「
盂
蘭
盆
、
万
灯
会
」

十
五
日
（
土
）
午
前
十
時
よ
り

本
堂
に
て
「
盂
蘭
盆
会
」

十
一
月
一
日
（
日
）
二
日
（
月
）

「
報
恩
講
法
要
」

十
二
月
十
四
日
（
月
）

「
第
二
回
仏
教
講
演
会
」

令
和
三
年
一
月
一
日
「
元
旦
会
」

三
月
三
日
（
水
）

「
第
三
回
仏
教
講
演
会
」

★
毎
月
第
二
金
曜

夜
七
時
半
～
八
時
半

「
お
寺
ヨ
ガ
」
大
好
評
実
施
中
！

八
月
は
二
十
一
日(

金
）
で
す
。

善
養
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

ご
覧
く
だ
さ
い

姫
路

善
養
寺

で
検
索

◆
「
真
宗
文
化
研
究
会
」
二
十
五
周
年

『
聲
明
と
雅
楽
の
調
べ
』

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
（
水
）

姫
路
市
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

延
期
し
て
い
ま
し
た
当
催
し
は
、
こ
の
日
程
で
実
施

予
定
で
す
が
、
実
施
で
き
て
も
、
入
場
数
を
制
限
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。




